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　 私 が 地 域 の ま ち づ く り や 日 本 の 政

治 状 況 に 興 味 を 持 ち だ し た の は 、 や

は り コ ロ ナ 禍 が き っ か け で し た 。 コ ロ

ナ で 経 済 や 物 流 が 停 止 し た 時 に 、 一 瞬

に し て 生 き て い け な く な る か も し れ

な い と い う 不 安 に 襲 わ れ る 。 私 た ち

は 豊 か な 生 活 を し て い る よ う に 見 え

て 、 と て も 脆 い シ ス テ ム の 中 で 生 き て

い る の だ と 考 え さ せ ら れ ま し た 。

　 観 光 客 に 頼 っ て い る 沖 縄 の 経 済 、

食 料 自 給 率 の 低 い 日 本 を 見 て 、 次 コ

ロ ナ や 何 か し ら の 災 害 が あ っ て も 安

心 し て 生 き て い け る 社 会 と は 何 か を

考 え た 時 に 、 私 は な る べ く 地 域 で 循

環 で き る よ う な シ ス テ ム を 作 る 事 で

は な い か と 考 え ま し た 。 そ の よ う な シ

ス テ ム を 少 し で も 作 っ て い く に は 政

治 、 特 に 身 近 に 存 在 す る 地 方 自 治 の

力 が 重 要 に な る と 考 え 、 北 谷 町 の 政
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　 暑 さ 厳 し き 折 柄 、

町 民 の 皆 様 、 い か が お

過 ご し で し ょ う か 。

　 「 議 員 っ て 何 を し て

い る の ？ 」 私 が 議 員 に

な る 前 に 抱 い て い た 疑 問 で す 。

議 会 の 傍 聴 は 、 そ の 疑 問 を

晴 ら す た め の 一 つ の 手 段 に な

る と 思 い ま す 。 ま た 、 議 員 の

仕 事 を 知 る だ け で は な く 、

各 議 員 の 思 想 や 人 と な り を

知 る き っ か け に も な る と 思 い

ま す 。
　 傍 聴 す る と 、 ネ ッ ト 中 継

で は 映 ら な い 議 員 の 様 子 を

見 る こ と が で き ま す 。 ま た 、

傍 聴 し た 皆 様 の 貴 重 な ご 意

見 ・ ご 感 想 を 議 会 運 営 に 活

か し ま す 。

　 傍 聴 す る 方 法 で す が 、 ご

予 約 は 不 要 で 、 役 場 庁 舎 ４

階 の 傍 聴 受 付 窓 口 に て 傍 聴

人 受 付 票 に 記 入 す る だ け で

す 。 詳 し く は 北 谷 町 議 会 ホ ー

ム ペ ー ジ 内 、 「 傍 聴 の ご 案 内 」

を ご 覧 く だ さ い 。

治 を 積 極 的 に 見 て い き た い と 考 え て

い ま す 。

　 北 谷 町 の 議 会 だ よ り を 読 ん だ り 、

傍 聴 に 足 を 運 ん だ り 、 直 接 議 員 さ ん

と 話 し た り 。 地 方 自 治 は 国 政 に 比 べ て

政 治 ・ 行 政 が 住 民 に 近 い か ら こ そ 、 意

見 が 反 映 さ れ や す く 、 ス ピ ー ド 感 を

持 っ て 物 事 を 動 か せ る と 思 い ま す 。

　 議 会 の 場 で も 、 与 党 ・ 野 党 を 超 え て 、

対 立 で は な く 、 常 に 町 民 に と っ て 何 が

最 適 な の か と い う 視 点 を 忘 れ ず に 、

政 策 を 議 論 ・ 実 行 し て ほ し い で す 。

　 そ し て そ の よ う な 政 治 を 作 り 出 す

に は 、 住 民 の 関 心 が 不 可 欠 で す 。 地 域

の 人 々 の 絆 を 深 め 、 地 方 自 治 が よ り

良 く 活 気 づ け ば 、 そ れ が 波 及 し て 日

本 を 、 世 界 を 、 良 く す る 力 に な る と 思

い ま す 。
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者
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地 域 で 『 良 い 循 環 』

を 作 る 大 切 さ
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か
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抗
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す
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う
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と
い
っ

た
議
論
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な
か
っ
た
か

答 

県
民
も
軍
人
軍
属
も
飲
酒
運
転
、
道

路
交
通
法
違
反
は
決
し
て
や
っ
て
は
な

ら
ず
、
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議
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
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い
か
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よ
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必
要
。

問 

基
地
か
ら
派
生
す
る
問
題
に
関
し
て

は
、
そ
の
都
度
発
議
す
べ
き
で
は
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事
件
・
事
故
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発
し
て
い
る
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況

で
あ
り
、
複
数
の
事
案
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対
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っ
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つ
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て
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28
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闘
機
暫
定
配
備
以
降
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増

加
し
て
い
る
こ
と
で
今
回
の
抗
議
決
議
、

意
見
書
提
出
と
な
っ
て
い
る
。

【提案理由】
　公募設置管理制度を活用するにあたり、民間事業者からより多くの提案を受けること
ができるよう、地方公共団体が条例で定める休養施設として、公衆浴場を追加するととも
に、広く公募を行うことができるようにするため。
【公募設置管理制度（通称：Park-PFI）とは】
• 民間資金を活用することで、公園整備や管理に係る財政負担が軽減される。
• 飲食施設の充実など、民間の創意工夫も取り入れた整備と管理により、公園サービスのレベルが向
上する。

北谷町都市公園条例の一部を
改正する条例について

条 例 の 改 正

令和５年度 北谷町一般会計補正予算
（第1号）４月27日 歳入歳出予算総額 199億9,040万６千円

提案された補正予算額
主 な 歳 出

主な内容●子育て世帯生活支援特別給付金給付事業（ひとり親世帯以外） 7,740万６千円の増

賛成多数で

米軍人による道路交通法違反事件に対する抗議決議・意見書
米軍人による窃盗事件及び建造物侵入事件に対する抗議決議・意見書
F-35ステルス戦闘機等の暫定配備による騒音増加に対する抗議決議・意見書

●

●

●

7,740万6千円

（第１号）
（第２号）

PIC
K

UP!

0:25:13から
スタート

0:31:04から
スタート

民間事業者が管理運営
することで、町民や観光
客へさらにきめ細かな
サービスを期待！

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

（第2号）６月13日 歳入歳出予算総額 202億9,758万５千円

提案された補正予算額
主 な 歳 出

主な内容●コミュニティバス運行事業
●子育てサポート給付金支給事業
●保育所ＡＩ入所選考業務導入事業
●北谷町放課後児童クラブ支援強化事業
●都市公園施設維持補修費
　（ちゅらーゆのボイラー更新）

２,２６６万２千円の新規計上
１億２４６万６千円の新規計上
７１５万円の新規計上
２００万円の新規計上
１,９４１万５千円の増

…………………………………
…………………………
………………………

………………
…………………………………

3億717万9千円
1:53:25から
スタート

原
案

可
決

抗議決議＆意見書
（米軍基地関連）

【主な反対討論】 【主な賛成討論】

阿波根弘議員
　窃盗事件及び建造物侵入事件について、何
でもかんでも抗議決議をして意見書を出せばよい
というものではない。それをすることによって本
町への弊害が生じないか。
　台湾や尖閣の問題は、国が専権事項とする国
防及び外交に関する状況が背景にあり、一議会
が政争の具にすべきではない。

令和５年７月12日
米軍嘉手納基地第18航空
団と沖縄防衛局を訪れ、要
請しました。

新垣千秋議員
　本町は約５２パーセントがまだ米軍基地。基地
から発生する事件事故に対し、まちづくりの観点
と町民の安心安全な生活を守るためにしっかりと
本町議会でも決議すべき。

高安克成議員
　我々議会の総意として米軍や国に訴え、現状
を変えていくための動きをしていかなければなら
ない。

【
主
な
質
疑
】
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■
■ 陸上自衛隊沖縄訓練場への兵たん部隊配置及び陸上自衛隊勝連分屯地への地対艦ミサイル部隊配

備等、戦に加担する全ての施策に反対し、私たちの生命身体財産を守るための意見書の提出につい
て（請願）

　町民、県民の生命身体財産を守るため、陸上自衛隊沖縄訓練場への兵たん部隊配置及び陸上自
衛隊勝連分屯地への地対艦ミサイル部隊配備等沖縄県内の基地機能強化に反対し、関係機関へ意
見書を提出することを要望する。

こども医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置
の全廃、18歳までのこども医療費助成制度の実現を求める意見書

「現物給付」への国のペナルティを直ちに全廃
し１８歳までこども医療費無料制度実現などこ
ども医療費無料制度の改善を求める陳情書

　こども医療費無料制度を１８歳になる年の
年度末まで拡充し、医療費助成への国民健
康保険補助金の削減(ペナルティ)を直ちに
条件を付けずに廃止するよう国に要請して頂
きたい。

陳情者：沖縄県社会保障推進協議会

公共施設へのＺＥＢ早期導入と住宅へのＺＥ
Ｈ導入普及啓発について（陳情）

　北谷町の省エネルギー推進として、公共施
設へのＺＥＢ(ゼロエネルギービルディング)
早期導入を図り、町民へ住宅のＺＥＨ(ゼロエ
ネルギーハウス)導入の普及啓発も図って頂
きたい。

陳情者：沖縄県中小企業家同友会環境委員会

請　願請　願

陳　情陳　情

発　委発　委

賛成○ 13名

反対× ４名
賛成多数で

照屋正治議員
　秋田県にも地対艦ミサイル部隊配備計画があったが、秋田市長や秋田県知事が反対をし、防衛大臣は、直ぐ配
備計画を撤回した。反撃能力（敵基地攻撃）は、憲法違反。
津嘉山えり子議員
　戦に加担する全ての施策に反対。生命、身体、財産を守ることは私達の子ども、孫、これからの子ども達を守るこ
とだ。平和で住み良い沖縄を子ども達のために残していくのが私達大人の責任である。
米須清一郎議員
　人権や地方自治の観点からこの意見書を提出することが重要だ。
仲宗根由美議員
　自衛隊員の命も決して誰かを守るために犠牲になって良い命ではない。
高安克成議員
　国防であろうと請願者の願意と社会情勢、歴史、北谷町の平和行政の思いを紡いだ文章となっているので賛同する。
宮里廣議員
　20数万人の方が昭和20年の戦争で犠牲になった。戦争はあってはならない。
玉那覇淑子議員
　愛する人を二度と戦場に送ることはできない。命を奪われることがあってはならない。対話による平和外交に徹
することが鉄則である。

提出者
賛成者

友利勉議員、照屋正治議員
津嘉山えり子議員、宮里廣議員、大浜ヤス子議員、仲宗根由美議員、新垣千秋議員、
米須清一郎議員、奥平紋子議員、玉那覇淑子議員

趣
旨

採
択

原
案

可
決

賛成○15名

反対× 2 名

賛成多数で

全会一致で

全会一致で 全会一致で

賛成討論

阿波根弘議員
　国の専権事項であり、我々が関わることは良しとしない。本町が堂々と国や県に交渉が出来るように予算折衝や、
事業折衝をほう助するのも我々議会の役目。それが町民に対する町益だ。必要な意見書、抗議決議はあるが、これ
は必要なのか。沖縄市、うるま市を飛び越して我々が本町の不利益になるような決議をして良いのか。以上のことか
ら反対する。
又吉朋和議員
　意見が噛み合わないのは致し方ない。自衛官を友人に持ち、また自衛官として頑張っている息子を誇りに思う。
自衛隊に対するこのような意見書に対しては親として友人として賛成できない。私達のために一生懸命頑張ってい
る自衛官の皆さんがいる。お互いに尊重し合ってほしい。
與儀誠議員
　尖閣の近くや離島等で漁業ができず離島の人達が困っているという状況がある。漁をするために海上保安庁や
海上自衛隊の真ん中で操業している。配備することで抑止力となる。

反対討論

PIC
K

UP!

1:43:06から
スタート

【趣旨】

【趣旨】

【趣旨】

原
案

可
決

令和５年７月11日、県へ国に求めることを
要請しました。

こども医療費助成制度を現物給付にした市町村への国民健康保
険の国庫負担軽減額調整措置は少子化対策にも逆行するもの
であり、直ちに条件を付けず全廃すること
18歳までの医療費無料化を国の制度として実現すること

提出者：文教厚生常任委員会委員長　新垣 千秋

１

２
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４
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旨
採
択
を
受
け

て
の
発
議
で
あ
る
。沖
縄
県
民
は
先
の
大
戦
、

沖
縄
地
上
戦
で
一
般
住
民
を
含
む
20
万
人

余
の
尊
い
命
を
失
い
、軍
隊
は
住
民
を
守

ら
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。
戦
後
沖
縄
は
、

米
軍
基
地
負
担
を
強
い
ら
れ
、
基
地
被
害

が
増
大
し
て
お
り
、そ
の
軽
減
、
改
善
が

図
ら
れ
な
い
ま
ま
、
令
和
４
年
12
月
16
日

に
閣
議
決
定
し
た
安
保
関
連
３
文
書
の
も

と
、陸
上
自
衛
隊
沖
縄
訓
練
場
へ
の
兵
た

ん
部
隊
配
置
及
び
陸
上
自
衛
隊
勝
連
分
屯

地
へ
の
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
配
備
や
、

先
島
へ
の
配
備
等
に
よ
り
沖
縄
が
再
び
戦

場
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。軍

備
増
強
、
基
地
の
機
能
強
化
に
反
対
し
、

町
民
、県
民
の
生
命
、
身
体
、財
産
等
を

守
る
た
め
、同
要
請
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

立
場
か
ら
意
見
書
を
提
出
す
る
。

沖
縄
を
再
び
戦
場
に
し
な
い
た
め
、す

べ
て
の
沖
縄
の
自
衛
隊
基
地
の
機
能
強

化
を
止
め
、対
話
に
よ
る
平
和
外
交
に

徹
す
る
こ
と

沖
縄
の
基
地
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

沖
縄
を
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
位

置
づ
け
、平
和
の
拠
点
と
す
る
こ
と

１２３

PIC
K

UP!
陸上自衛隊沖縄訓練場への兵たん部隊配置及び陸上自衛隊
勝連分屯地への地対艦ミサイル部隊配備等、戦に加担する施
策に反対し、私たちの生命、身体、財産等を守るための意見書

採
択

採
択

紹介議員：照屋正治議員、 津嘉山えり子議員
請願者：第４次嘉手納基地爆音差止訴訟団
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文
教
厚
生 

視
察
報
告
・
ニ
ラ
イ
ハ
ー
リ
ー
・
議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

文教厚生常任委員会

議
会
基
本
条
例
策
定
中

　
北
谷
町
議
会
は
、で
き
る
こ
と
か
ら
改
革
を
と
、「
改
革
先

行
型
」で
議
会
運
営
と
議
会
活
性
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。議

会
改
革
特
別
委
員
会
は
、こ
れ
ま
で
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、議

会
基
本
条
例
に
つ
い
て
の
議
員
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

議
会
基
本
条
例
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。ま

た
、他
自
治
体
で
先
進
事
例
の
視
察
等
を
行
い
、議
会
に
と
ど

ま
ら
ず
、町
民
の
福
祉
向
上
と
町
の
発
展
に
繋
が
る
議
会
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
。

臨時会　議決結果賛否一覧表
第532回 北谷町議会臨時会　【令和５年４月27日(木)】

議　案

令和５年度北谷町一般会計補正予算（第１号）について

仲
地
　
泰
夫

玉
那
覇
淑
子

高
安
　
克
成

阿
波
根
　
弘

與
儀
　
　
誠

又
吉
　
朋
和

仲
栄
真
惠
美
子

喜
友
名
盛
充

喜
友
名
朝
哲

宮
里
　
　
廣

大
浜
ヤ
ス
子

照
屋
　
正
治

友
利
　
　
勉

平
田
潤
一
郎

奥
平
　
紋
子

米
須
清
一
郎

津
嘉
山
え
り
子

新
垣
　
千
秋

仲
宗
根
由
美

議○○欠○○○○○○○○○○○○○○○

氏
　
名

議
決
結
果

19181716151413121110９８７６５４３２１議席

承 認

承 認 議○○欠○○○○○○○○○○○○○○○

議○○欠○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

専決処分の承認を求めることについて（北谷町国
民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（北谷町税
条例の一部を改正する条例）

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
取
り
組
み（後列）仲栄真惠美子、喜友名盛充、高安克成(委員長)、宮里廣(副委員長)、米須清一郎

（前列）友利勉、仲宗根由美、新垣千秋、喜友名朝哲

ちーたんも
応援するたん！

１．
２．
３．
４．

令和５年５月24日(水)
読谷村議会
令和５年５月26日(金)
南風原町議会
令和５年７月４日(火)～６日(木)
三重県

議会基本条例の目的と議会の基本理念
議会と議員の活動原則
議会の権能と責務
議会の透明性と住民参加 など

議会基本条例とは

県内外の先進自治体を視察

県内外視
察中

委 員 会 活 動 報 告

県 外 視 察
視察期間

視 察 先

視察事項

令和５年７月26日（水）～28日（金）
大阪府豊中市・滋賀県野洲市・
兵庫県立考古博物館
①社会福祉協議会の重層的支援体
制事業における取組について
②生活困窮者支援について
③博物館の運営、文化財等の展
示方法などについて

ニライハーリー出場‼
初出場?！ 町議会チームで

来年３月議会の提案に向け、
北谷町議会基本条例を策定中！

PIC
K

UP!

ポイント！
●より町民に信頼される議会活動
●町民が参画しやすい議会運営

■
■
■
■
■
■

■

視察日
視察先

視察日
視察先

視察期間
視察先

視察事項 議会基本条例、予算・決算委員会審査、議
会運営委員会の構成、会派制、会議の公開
と町民参加、答弁書、説明資料等について

先進自治体では多くの学びがありました。
条例の制定に向け、今後の議論にしっかりと活かしていきます。

・東員町議会
・いなべ市議会
・四日市市議会

──────────────────────────────

──────────────────────────────

─────────────────────────────────

議 会 改 革 特 別 委 員 会

←東員町議会

いなべ市議会→

豊中市議会と野
洲市議会で住民
に寄り添った支援
を視察
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一
般
質
問

一
般
質
問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

問 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見

と
支
援
策
等
の
検
討
を
行
う
た
め
、

沖
縄
県
が
令
和
４
年
９
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
県
内
小
学
５
年
生
か

ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
全
て
の
児

童
生
徒
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。
県
と
本
町
の
結
果
は

答 

初
の
大
規
模
な
実
態
調
査
と
し

て
県
が
実
施
︒
県
内
で
13
万
６
千
人

余
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
行
っ
た
︒

推
計
値
で
７
千
４
５
０
人
の
児
童
生

徒
が
親
の
病
気
な
ど
家
族
の
世
話
を

し
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ

れ
る
と
発
表
︒

問 

支
援
体
制
と
施
策
は

答 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
さ
れ
る
児
童

生
徒
自
身
だ
け
で
な
く
︑
家
族
等
を

含
め
た
世
帯
支
援
の
観
点
で
取
り
組

む
こ
と
や
︑
福
祉
・
教
育
・
保
健
・

医
療
等
︑
多
分
野
で
の
連
携
が
不
可

欠
︒
相
談
・
発
信
し
て
も
よ
い
と
い

う
児
童
生
徒
の
意
識
を
育
て
︑
学
校

と
専
門
知
識
を
有
す
る
相
談
員
が

し
っ
か
り
と
支
援
に
結
び
つ
け
る
取

組
を
充
実
さ
せ
て
い
く
︒

問 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
発
見
や
支

援
策
に
か
か
る
研
修
等
を
実
施
す

る
必
要
は

答 

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
で
県

の
調
査
結
果
を
共
有
︒
福
祉
施
策
の

情
報
を
提
供
し
な
が
ら
関
係
者
の

研
修
に
努
め
て
い
る
︒

個
人
情
報
漏
え
い
を
問
う

問 

全
体
の
個
人
情
報
漏
え
い
防
止

対
策
は

答 

個
人
情
報
の
漏
え
い
が
発
生
し

た
際
は
︑
全
て
の
部
署
に
事
案
を
共

有
し
︑注
意
喚
起
を
図
る
と
と
も
に

﹁
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
﹂﹁
再
発

防
止
策
の
徹
底
﹂
及
び
﹁
各
課
の
状

況
に
応
じ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
実
施
﹂
を
通
知
︒
全
庁
的
な
再

発
防
止
に
努
め
て
い
る
︒ま
た
︑
全

職
員
を
対
象
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

及
び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
職

員
研
修
を
実
施
し
︑
職
員
の
意
識
向

上
を
図
っ
て
い
く
︒

問 

個
人
情
報
の
保
護
、
漏
え
い
の

危
険
性
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
職
員
の

研
修
を
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
か

答 

令
和
４
年
度
は
︑
新
採
用
の
職

員
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
事
務
担
当

者
向
け
の
集
合
型
の
研
修
を
行
っ

た
︒
幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
職
員

に
は
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
を

行
っ
た
︒
ま
た
︑
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
が
行
う
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
の
受
講
を
各
職
員
に
促
し

て
い
る
︒

北
谷
町
無
電
柱
化
推
進
計
画

に
つ
い
て
伺
う

問 

道
路
幅
員
の
狭
い
東
部
地
域
で

も
、
防
災
性
や
安
全
で
快
適
な
歩

行
空
間
を
確
保
す
る
上
で
、
無
電

柱
化
は
有
効
と
考
え
る
が
見
解
は

答 

起
伏
が
激
し
く
住
宅
密
集
地
で

あ
る
東
部
地
域
は
︑
生
活
道
路
等
の

整
備
の
ほ
か
︑
安
全
で
生
活
し
や
す

い
住
環
境
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
︑
無
電
柱
化
も
含
め
た
様
々
な

整
備
手
法
を
検
討
し
て
い
く
︒
無
電

柱
化
の
優
先
順
位
と
し
て
は
︑
台
風

な
ど
で
電
柱
の
倒
壊
の
可
能
性
の
高

い
路
線
や
景
観
上
特
に
観
光
客
が

多
い
路
線
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
た

め
︑
東
部
地
域
で
の
無
電
柱
化
の
採

択
は
か
な
り
厳
し
い
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
町
道
上
樋
川
６
、７、８
号
線
の
転

回
広
場
と
避
難
道
路
に
つ
い
て

・
保
育
士
の
確
保
と
処
遇
改
善
に

つ
い
て

本町の実態を把握し、有効な施策を！

東部地域の安全対策のため、
無電柱化を進められないか

新垣 千秋 議員
しん がき     ち   あき

県が行ったヤングケアラー実態調査の結果は

本町分のデータが６月末頃に提供される予定

詳しくは動画をCheck

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

一 般 質 問

閉会中の継続審査・議員派遣の件

町の様々な課題等について、議員が提言
も含めて町に考えを聞く「一般質問」。各議
員それぞれの切り口で町政を問います。ぜ
ひ議場で傍聴してみてはいかがでしょうか。

　議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在は（－）、疾病の欠席者は（病）、配
偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は(欠）としています。法律により、採決に加わらない議案については（除）とし
ています。議長は（議)としています。 議長に事故等がある場合は、副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。議長の場合、過半数議決について
は、議決に加わる権利(表決権)はなく、可否同数の場合に決定する権利(裁決権)があります。特別多数決で法定されたものは議長にも表決権があります。

陸上自衛隊沖縄訓練場への兵たん部隊配置及び陸上自衛隊勝連
分屯地への地対艦ミサイル部隊配備等、戦に加担する全ての施策に

反対し、私たちの生命身体財産を守るための意見書の提出について（請願）

陸上自衛隊沖縄訓練場への兵たん部隊配置及び陸上自衛
隊勝連分屯地への地対艦ミサイル部隊配備等、戦に加担す

る施策に反対し、私たちの生命、身体、財産等を守るための意見書

沖縄県民の生命、身体、財産等を守るため、陸上自衛隊
沖縄訓練場への兵たん部隊配置及び陸上自衛隊勝連分
屯地への地対艦ミサイル部隊配備等、軍備の機能強化・
増強といった戦に繋がる全ての施策に反対する意見書

「陸上自衛隊沖縄訓練場への兵たん部隊配置及び陸上自衛隊勝連分屯地への
地対艦ミサイル部隊配備等、戦に加担する施策に反対し、私たちの生命、身体、
財産等を守るための意見書」が可決されたため、一事不再議の原則（会期内に
一度議決した同一の議題は再び議決しない）により採決は行われていない。

「現物給付」への国のペナルティを直ちに全廃し18
歳までこども医療費無料制度実現などこども医療
費無料制度の改善を求める陳情書
こども医療費助成に係る国民健康保険の国庫負
担減額調整措置の全廃、18歳までのこども医療費
助成制度の実現を求める意見書（※国機関あて）
こども医療費助成に係る国民健康保険の国庫負
担減額調整措置の全廃、18歳までのこども医療費
助成制度の実現を求める意見書（※県あて）

北谷町都市公園条例の一部を改正する条例について

北谷町固定資産評価審査委員会委員の選任について

米軍人による道路交通法違反事件に対する意見書

令和５年度北谷町一般会計補正予算（第２号）について

米軍人による道路交通法違反事件に対する抗議決議

継 続 審 査

議員派遣の件

北谷町保育士確保緊急対策事業の継続交付の要望について（陳情）　【文教厚生常任委員会】

議会改革特別委員会県外行政視察研修
文教厚生常任委員会県外行政視察研修
町村議会正副議長・正副委員長研修会

令和５年７月４日（火）～７月６日（木）
令和５年７月26日（水）～７月28日（金）
令和５年８月16日（水）

議員が聞いた！
今とこれから

次のページ
からは

定例会　議決結果賛否一覧表
第５３３回　北谷町議会定例会　【令和５年６月13日(火)～６月22日(木)】

議　案
仲
地
　
泰
夫

玉
那
覇
淑
子

高
安
　
克
成

阿
波
根
　
弘

與
儀
　
　
誠

又
吉
　
朋
和

仲
栄
真
惠
美
子

喜
友
名
盛
充

喜
友
名
朝
哲

宮
里
　
　
廣

大
浜
ヤ
ス
子

照
屋
　
正
治

友
利
　
　
勉

平
田
潤
一
郎

奥
平
　
紋
子

米
須
清
一
郎

津
嘉
山
え
り
子

新
垣
　
千
秋

仲
宗
根
由
美

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○

氏
　
名

議
決
結
果

19181716151413121110９８７６５４３２１議席

原案可決

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○同意

議○─

×

○○病○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○

×

○○病○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○

×

○○病○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○

×

○○病○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○

×

○

×

病○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○○○○病○○○○○○○○○○○○採択

議○○

×

○

×

病○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○○○○病○○○○○○○○○○○○趣旨採択

議○○

×××

病○○○○○○

×

○○○○○原案可決

議○○○○○病○○○○○○○○○○○○採択

議○○

××

○病○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○

××

○病○○○○○○○○○○○○原案可決

議事日程
削除

公共施設へのＺＥＢ早期導入と住宅へのＺＥＨ導入
普及啓発について（陳情）

Ｆ―３５ステルス戦闘機等の暫定配備による騒音
増加に対する意見書

米軍人による窃盗事件及び建造物侵入事件に対する抗議決議

米軍人による窃盗事件及び建造物侵入事件に対する意見書

Ｆ―３５ステルス戦闘機等の暫定配備による騒音
増加に対する抗議決議

PICK
UP!

PICK
UP!

PICK
UP!
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一
般
質
問

一
般
質
問

児
童
館
に
つ
い
て
伺
う

問 

児
童
生
徒
の
登
録
人
数
と
、
そ

の
他
遊
び
に
来
た
児
童
数
は

答 

令
和
４
年
度
末
時
点
で
上
勢
桑

江
児
童
館
１
千
４
０
９
人
︑
宮
城
児

童
館
１
千
１
３
０
人
︑北
玉
児
童
館

９
１
６
人
︒
他
の
利
用
者
は
限
ら
れ

て
い
る
︒

問 

ケ
ガ
等
、
ト
ラ
ブ
ル
等
の
報
告

は答 

近
年
︑
外
国
人
の
利
用
率
が
高

い
︒
全
く
日
本
語
が
通
じ
な
い
こ
と

で
︑ど
の
よ
う
な
形
で
接
し
た
方
が

い
い
か
等
の
報
告
を
受
け
て
い
る
︒

問 

児
童
館
の
保
育
士
を
沖
縄
中
央

学
園
の
卒
業
生
に
向
け
て
募
集
案

内
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

答 

年
２
回
︑
保
育
所
で
実
習
生
を

受
入
れ
て
い
る
が
︑そ
の
ま
ま
採
用

す
る
仕
組
み
づ
く
り
は
行
わ
れ
て
い

な
い
︒
児
童
館
に
関
し
て
は
︑
欠
員

分
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

町
民
農
園
を
問
う

問 

空
き
区
画
が
あ
る
が
、
原
因
と

現
在
の
年
間
契
約
数
、
空
き
状
況

は答 

合
計
で
１
５
５
区
画
︒
貸
付
件

数
は
１
４
５
件
︑
試
験
栽
培
区
画

３
件
︑
空
き
区
画
が
７
件
︒
空
き
区

画
の
原
因
は
︑水
は
け
が
悪
い
こ
と
︒

貸
付
区
画
で
あ
っ
て
も
︑
耕
作
を
せ

ず
放
置
さ
れ
て
い
る
状
態
も
あ
り
︑

借
受
者
に
対
し
電
話
や
警
告
文
等

で
指
導
を
定
期
的
に
行
い
︑
町
民

農
園
の
利
用
目
的
に
沿
っ
た
状
態

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
︒

問 

町
民
農
園
は
大
雨
が
降
る
と
大

き
な
水
た
ま
り
が
で
き
る
。
そ
の
現

状
と
対
策
は

答 

冠
水
す
る
区
画
は
貸
出
し
を
停

止
︒
貸
出
し
区
画
の
冠
水
は
︑
表
土

の
下
に
あ
る
透
水
性
の
低
い
粘
土
層

が
問
題
︒
水
は
け
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
排
水
溝
ル
ー
ト
等
の
設
計
が
難

し
く
︑
使
い
方
の
工
夫
で
対
応
で
き

る
か
検
討
︒

問 

水
た
ま
り
の
あ
る
町
民
農
園
を

利
用
し
て
い
る
町
民
が
試
行
錯
誤

で
野
菜
を
育
て
て
い
る
。い
ま
一
度

町
民
農
園
で
農
業
を
し
て
い
る
町

民
の
た
め
に
誠
意
を
持
っ
て
対
処

で
き
な
い
か

答 

丹
精
込
め
た
野
菜
が
雨
で
無
駄

に
な
る
と
い
う
の
は
我
々
も
心
苦
し

い
︒
改
め
て
耕
作
を
始
め
る
際
は
︑

こ
う
い
っ
た
状
況
も
あ
る
こ
と
を
説

明
し
ご
理
解
頂
き
た
い
︒

民
生
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

問 

町
長
は
年
に
１
回
民
生
委
員
と

一
緒
に
家
庭
訪
問
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
目
的
と
効
果
は

答 

町
長
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
へ
１
日
民
生
委
員
を
委
嘱
︒
友
愛

訪
問
活
動
を
行
い
︑
地
域
の
方
々
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
︑民
生
委
員
の

活
動
を
町
民
に
広
く
理
解
し
て
頂
く

こ
と
︒

問 

民
生
委
員
の
現
在
の
充
足
率
と

課
題
は

答 

民
生
委
員
は
40
名
︑
主
任
児
童

委
員
は
２
名
の
計
42
名
︑
充
足
率
は

87
・
５
％
︒

「
知
の
拠
点
」
形
成
と
平
和
構

築
の
機
運
づ
く
り
に
つ
い
て

問 「
知
の
拠
点
」
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
か
。ま
た
、

拠
点
形
成
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
。
具
現
化
に
今
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
な
い
か

答 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
の
拠
点

形
成
を
含
め
︑
総
合
的
な
視
点
で
情

報
収
集
及
び
検
討
を
行
っ
て
い
る
段

階
︒
引
き
続
き
︑
教
育
委
員
会
と
連

携
を
図
り
計
画
の
具
現
化
に
向
け
取

り
組
む
︒

高
齢
者
の
生
活
支
援
は

問 

見
守
り
支
援
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か

答 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
︑ニ
ラ

イ
救
急
カ
ー
ド
︑ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル

事
業
︑認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
が
あ

る
︒
自
治
会
︑
地
域
住
民
及
び
社
会

福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
等
と
連
携
し
︑
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
に
対
す
る
見
守
り
や
声
か
け
に

取
り
組
ん
で
い
る
︒

問 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
取

組
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
み
の
運
用

で
は
な
く
、
高
齢
者
の
普
段
の
見
守

り
支
援
と
し
て
活
用
で
き
る
の
か

答 

名
簿
提
供
へ
の
同
意
が
得
ら
れ

た
方
は
︑
各
自
治
会
︑民
生
委
員
︑

自
主
防
災
組
織
等
に
名
簿
を
提
供

す
る
予
定
︒
地
域
住
民
同
士
で
日
頃

か
ら
気
に
掛
け
合
い
︑
繋
が
り
が
も

て
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
︒

問 

高
齢
者
の
移
動
支
援
の
実
態
把
握
は

答 

移
動
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す

る
予
定
は
な
い
が
︑
社
会
福
祉
協
議

会
で﹁
み
つ
ば
ち
て
ち
ょ
う
﹂
を
作

成
︒そ
の
中
で
各
種
生
活
に
関
わ
る

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
て
い
る
︒

問 

見
守
り
・
移
動
支
援
な
ど
、
行

政
の
施
策
に
漏
れ
は
な
い
か

答 

住
民
の
実
態
が
把
握
で
き
て
い

る
か
︑
施
策
が
必
要
な
人
に
行
き
届

い
て
い
る
か
︑
住
民
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
て
い
る
か
︑こ
の
３
つ
の
課
題

を
ク
リ
ア
し
よ
う
と
い
う
視
点
で
︑

高
齢
者
福
祉
施
策
を
展
開
し
て
い

る
︒
漏
れ
は
な
い
か
確
認
し
な
が
ら

施
策
を
立
案
し
実
施
︒

商
工
会
等
と
連
携
し
た
「
ふ
る

さ
と
納
税
」の
取
組
を
問
う

問 

現
在
対
象
と
な
っ
て
い
る
返
礼

品
の
数
、
取
扱
う
事
業
者
の
数
は

答 

令
和
５
年
６
月
１
日
現
在
の
返

礼
品
数
は
１
２
７
品
︒
取
扱
事
業
者

数
は
28
社
︒

問 

返
礼
品
を
う
ま
く
活
用
す
る
事

で
増
収
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
。
町
産

品
の
開
発
、
販
売
促
進
の
支
援
等

を
担
っ
て
い
る
商
工
会
や
関
係
団
体

等
と
連
携
は

答 

町
商
工
会
や
町
内
事
業
者
と
協

力
し
な
が
ら
︑
地
域
雇
用
の
創
出
や

新
た
な
地
域
資
源
の
発
掘
等
︑
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
調

査
研
究
す
る
︒

そ
の
他
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
子
ど
も・子
育
て
世
帯
の
支
援
拡

充
に
つ
い
て

・
教
員
の
働
き
方
改
革
と
そ
の
支

援
に
つ
い
て

町民の生きがいづくり！ もっと 町民ニーズに応えて！

基地の跡地利用で「知の拠点」形成を望む

高齢者等の生活に関わるサービスを紹介
（北谷町ホームページより）

喜友名朝哲 議員
き　　ゆ　　な　ちょう  けい

米須清一郎 議員
こめ　 す　せい  いち  ろう

知の拠点について具体的な取組は

ソフト事業の取組等や民間活力の提案等を促している

３児童館の職員体制は

館長１人、職員１人、会計年度任用職員等３、４人。
１児童館あたり５、６人の職員体制で運営

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

11　ちゃたん町議会だより No.112  2023（令和 5）年８月発行 ちゃたん町議会だより No.112  2023（令和 5）年８月発行　10



一
般
質
問

一
般
質
問

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
問
う

問 

工
事
ま
で
建
築
許
可
申
請
後
、

約
６
ヶ
月
を
要
す
る
過
去
の
事
例

を
確
認
し
た
が
、
そ
の
認
識
で
良
い

か答 

沖
縄
建
築
確
認
検
査
セ
ン
タ
ー

か
ら
明
確
な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な

い
が
︑
給
食
セ
ン
タ
ー
は
通
常
の
建

築
物
と
違
い
︑
審
査
決
定
ま
で
に
時

間
を
要
す
る
旨
の
回
答
あ
り
︒

問 

来
年
夏
休
み
明
け
の
供
用
開
始

か答 

７
月
・
８
月
の
建
築
確
認
だ
と
︑

工
期
に
14
か
月
を
見
込
ん
で
い
る
の

で
厳
し
い
︒

問 

炊
飯
設
備
の
直
営
維
持
を
訴
え

実
現
に
繋
が
っ
た
が
、
当
時
、
直
営

維
持
の
決
議
に
反
対
し
た
現
町
長

の
所
見
は

答 

町
政
事
務
の
範
囲
で
な
い
内
容

の
た
め
︑
発
言
は
控
え
る
︒

問 

職
員
数
は
28
人
と
の
試
算
で

あ
っ
た
。「
学
校
給
食
施
設
計
画
の

手
引
き
」
よ
り
、
25
〜
26
人
と
提
案

し
た
が
現
計
画
で
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か

答 

調
理
員
22
人
で
計
画
︒

問 

コ
ロ
ナ
渦
を
経
て
、
安
全
対
策

に
対
す
る
手
数
は
増
え
る
と
想
定

し
て
い
る
。
今
後
の
方
針
は

答 
通
常
か
ら
感
染
対
策
が
厳
し
い

衛
生
施
設
で
あ
る
の
で
︑コ
ロ
ナ
渦

で
も
基
本
的
な
対
策
は
変
わ
ら
な

い
︒
過
去
は
４
千
５
０
０
食
分
で
議

論
さ
れ
て
い
た
が
︑現
在
は
３
千
６

０
０
食
分
の
提
供
と
な
っ
て
い
る
︒

そ
の
た
め
調
理
員
22
人
で
計
画
中
︒

災
害
時
計
画
・
対
策
に
つ
い
て

問 

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
進
捗
は

答 

県
や
他
市
町
村
の
動
向
を
勘
案

し
つ
つ
計
画
策
定
を
検
討
︒

問 

今
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
廃

棄
物
保
管
場
所
の
選
定
、
移
動
方

法
、
処
理
に
は

答 
ま
だ
議
論
さ
れ
て
い
な
い
状
況

だ
が
︑
倉
浜
衛
生
施
設
組
合
や
宜
野

湾
市
︑
沖
縄
市
と
協
議
し
て
い
く
︒

問 

議
論
や
計
画
が
進
ま
な
い
理
由
は

答 

職
員
の
知
識
・
知
見
不
足
も
あ
る

が
︑
他
団
体
や
他
市
町
村
と
の
調
整

に
も
時
間
を
要
す
る
︒ま
ず
は
関
係

市
町
村
と
調
整
を
進
め
︑早
期
に
策

定
を
心
が
け
る
︒

問 

防
災
計
画
に
お
い
て
、
ど
の
対

策
が
ど
こ
ま
で
行
え
て
い
る
の
か
、

行
え
て
い
な
い
の
か
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
見
え
る
化
で
き
な
い
か

答 

見
え
る
化
は
適
さ
な
い
も
の
と

考
え
る
︒

南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
配
備

に
つ
い
て
伺
う

問 

町
長
は
日
米
安
保
、
自
衛
隊
容

認
の
立
場
だ
と
理
解
し
て
い
る
が

所
見
は

答 

町
政
事
務
の
範
囲
で
な
い
内
容

の
た
め
︑
発
言
は
控
え
る
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
教
育
環
境
・
教
員
不
足
問
題
に
つ

い
て

・
サ
テ
ラ
イ
ト
（
競
輪
等
の
車
券
売

場
）
設
置
に
つ
い
て

町
有
地
売
却
に
つ
い
て

問 

道
路
残
地
を
含
む
（
普
通
財
産
・

行
政
財
産
）
里
道
等
の
町
有
地
を

売
却
・
賃
貸
し
て
は
ど
う
か

答 

売
却
は
︑
隣
接
す
る
土
地
の
所

有
者
を
優
先
︑
道
路
の
機
能
を
保
持

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
土
地
の
売

却
を
行
っ
て
き
た
︒
公
平
性
や
平
等

性
の
課
題
が
あ
り
︑
今
後
︑
売
却
方

法
の
仕
組
み
作
り
を
検
討
︒
賃
貸
は

行
っ
て
い
な
い
︒

役
場
駐
車
場
の
利
用
を
問
う

問 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
北
谷

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
こ
ど
も
の
日

イ
ベ
ン
ト
事
業
や
平
和
行
進
行
事

の
役
場
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て
、
利

用
台
数
・
料
金
等
の
詳
細
は

答 

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
臨
時

駐
車
場
の
許
可
期
間
は
令
和
５
年
５

月
３
日
か
ら
５
月
７
日
ま
で
︒
使
用

料
は
５
日
間
で
６
万
７
千
２
２
８

円
︒
場
所
は
上
下
水
道
庁
舎
横
及
び

役
場
庁
舎
正
面
駐
車
場
の
一
部
で
︑

面
積
は
合
計
３
千
４
６
０
平
方
メ
ー

ト
ル
︒
延
べ
駐
車
台
数
は
把
握
し
て

い
な
い
︒５
・
１
５
平
和
行
進
時
の

使
用
期
間
は
令
和
５
年
５
月
13
日
の

１
日
︒
場
所
は
役
場
庁
舎
前
広
場
１

階
ピ
ロ
テ
ィ
ー
及
び
役
場
庁
舎
正
面

駐
車
場
の
一
部
で
︑
面
積
は
︑
合
計

３
千
３
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
︒
使
用

料
は
︑
条
例
施
行
規
則
に
基
づ
き
免

除
︒

給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
北
谷
中

学
校
解
体
工
事
は

問 

給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
北
谷
中
学

校
解
体
工
事
の
進
捗
状
況
を
伺
う

答 

給
食
セ
ン
タ
ー
は
令
和
５
年
２

月
14
日
に
県
か
ら
建
築
許
可
が
下

り
︑
３
月
２
日
に
建
築
確
認
申
請
を

建
築
確
認
検
査
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
︒

建
築
確
認
完
了
後
︑
工
期
は
14
か

月
の
見
込
み
︒
調
理
機
器
類
の
試
験

稼
働
を
経
て
︑
令
和
６
年
度
中
の
移

動
を
目
指
す
︒
北
谷
中
学
校
解
体

工
事
は
︑
令
和
４
年
度
に
プ
ー
ル
を

解
体
し
︑
令
和
５
年
２
月
に
仮
駐
車

場
の
整
備
が
完
了
︒
３
月
に
仮
設
校

舎
へ
の
引
越
︑
４
月
か
ら
解
体
工
事

に
着
手
︒
現
在
技
術
教
室
棟
︑
校
舎

10
号
棟
︑
11
号
棟
︑
多
目
的
教
室
棟

の
解
体
工
事
を
進
め
て
い
る
︒

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

問 
職
員
数
、任
用
条
件
、勤
務
条
件
、

ボ
ー
ナ
ス
、
更
新
、
副
業
は

答 

令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
の
数

は
３
４
０
名
︒
任
用
条
件
及
び
勤
務

条
件
は
︑
職
種
に
よ
っ
て
異
な
る
︒

年
に
２
回
期
末
手
当
を
支
給
︒
任
用

期
間
は
一
会
計
年
度
内
だ
が
︑同
一

の
職
が
翌
年
度
も
設
置
さ
れ
る
場

合
︑
従
前
の
勤
務
実
績
が
良
好
で
︑

任
命
権
者
が
認
め
る
場
合
は
︑同
一

の
者
を
再
度
任
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒
副
業
は
︑フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

は
︑
任
命
権
者
の
許
可
が
必

要
︒パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
は
制
限
の
対
象

外
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し

た
。

・
桃
原
公
園
整
備
に
つ
い
て

・
観
光
誘
客
事
業
に
つ
い
て

全国から人が集まる集会には、駐車料金の徴収を求める

災害が起こった時の廃棄物の保管・処理は⁈

町民が待ち望んでいる給食センター！

工事代金を地元企業へ還元する観点から、解体工事を地元業者が
行うことを求める！

高安 克成 議員
たか やす     かつ  なり

阿波根 弘 議員
あ    は   ごん   ひろし

シーポートちゃたんカーニバルが中止になった経緯は

サンセットビーチが改良工事中。
特に夜間の安全対策の懸念から難しいと判断

学校給食センターの
建築許可が本年２月に下りたが進捗は

建築確認申請を提出し審査待ち。完了後に工事発注

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck
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一
般
質
問

一
般
質
問

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
健
康
調
査
等
につい
て

問 

環
境
省
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
に
つ
い
て
公
募
に
応
じ
た
人
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
血
中
濃
度
調

査
の
拡
充
を
検
討
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
町
民
を
含
め
る
よ
う
国
に
求

め
ら
れ
な
い
か

答 
具
体
的
な
実
施
等
に
つ
い
て
︑示

さ
れ
て
い
な
い
段
階
︒
現
段
階
で
は
︑

要
望
が
で
き
る
か
答
え
る
の
は
難
し

い
︒

問 

国
が
町
民
を
血
中
濃
度
調
査
の

対
象
に
し
な
か
っ
た
場
合
、
独
自
で

調
査
を
実
施
し
て
欲
し
い
が
見
解
は

答 

中
部
市
町
村
会
で
︑
基
地
の
蓋

然
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
一
致
し

て
︑
今
回
︑環
境
省
に
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
に
関
す
る
対
策
並
び
に
米

軍
嘉
手
納
基
地
へ
の
立
入
調
査
の
実

施
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
る
︒
議
員

の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
と
共
に
︑
何

が
必
要
な
の
か
を
検
討
し
な
が
ら
︑

少
し
で
も
前
に
進
め
て
い
き
た
い
︒

待
機
児
童
の
解
消
と
保
育
士

の
確
保
を
問
う

問 

公
立
保
育
所
の
、
任
期
の
定
め

の
な
い
常
勤
職
員
の
業
務
と
、フ
ル

タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

業
務
の
違
い
は

答 

実
際
の
保
育
に
係
る
業
務
内
容

は
あ
る
程
度
共
通
︒
常
勤
職
員
は
︑

保
育
業
務
に
加
え
て
︑
年
間
の
事
業

計
画
の
立
案
︑
緊
急
時
の
対
応
︑シ

ス
テ
ム
導
入
の
際
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
担
う
ほ
か
︑予
算
の
編
成・

執
行
︑
監
査
対
応
等
の
保
育
施
策
に

基
づ
く
そ
の
他
保
育
所
運
営
業
務

を
担
っ
て
い
る
︒

問 

令
和
４
年
度
北
谷
町
職
員
採
用

候
補
者
選
定
試
験
の
保
育
士
職
の

受
験
資
格
に
、
昭
和
62
年
４
月
２
日

以
後
に
出
生
し
た
者
と
年
齢
制
限

を
設
け
て
い
る
理
由
は

答 

定
年
ま
で
の
長
期
間
の
継
続
勤

務
に
よ
る
職
務
に
必
要
な
能
力
の

開
発
等
を
図
る
観
点
か
ら
︑
職
員

の
年
齢
や
経
験
年
数
等
も
踏
ま
え

て
新
卒
者
を
基
本
に
︑
よ
り
多
く

の
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
一
定
の
年
齢
ま
で
の
資
格
要
件
を

設
け
て
い
る
︒

平
和
へ
の
取
り
組
み
は

問 

近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
と

の
平
和
維
持
に
貢
献
す
る
事
業
を

実
施
す
る
計
画
は

答 

世
界
情
勢
に
関
心
を
持
ち
︑
平

和
の
尊
さ
に
つ
い
て
語
り
合
い
︑
平

和
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
︑国
際
平
和
に
貢
献
す
る
ま

ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
る
︒
今
後
も
︑
平
和
に
携

わ
る
人
材
の
育
成
と
︑国
際
的
に
視

野
を
広
げ
︑
平
和
思
想
の
普
及
・
啓

発
に
努
め
て
い
く
︒

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療

費
助
成
を
問
う

問 

現
在
の
対
象
人
数
、
等
級
は

答 

令
和
５
年
６
月
時
点
の
対
象
人

数
は
４
２
３
名
︒
身
体
障
害
者
手
帳

に
お
け
る
障
害
程
度
等
級
１
級
又
は

２
級
の
者
︑
療
育
手
帳
に
お
け
る
知

的
障
害
の
程
度
が
Ａ
ｌ︵
最
重
度
︶

又
は
Ａ
２︵
重
度
︶の
方
が
対
象
︒

問 

助
成
金
の
支
払
方
法
及
び
経
緯

を
伺
う

答 

平
成
３
年
４
月
か
ら
実
施
︒
当

初
の
支
払
方
法
は
償
還
払
い
の
み
で

あ
っ
た
が
︑
平
成
31
年
４
月
よ
り
自

動
償
還
払
い
を
導
入
︒

問 

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
同
様
、
重
度
心
身
障
害
者

（
児
）の
医
療
費
の
支
払
い
も
窓
口

無
料
化
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か

答 

窓
口
無
料
化
は
適
用
さ
れ
て
い

な
い
が
︑対
象
者
の
う
ち
０
歳
か
ら

18
歳
ま
で
は
︑子
ど
も
医
療
費
助
成

に
よ
る
支
給
と
な
り
窓
口
無
料
化
が

適
用
︒

問 

医
療
費
現
物
給
付
の
場
合
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
る
か

答 

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
︑
地
方

単
独
事
業
と
し
て
医
療
費
助
成
を

実
施
し
︑そ
れ
を
現
物
給
付
に
よ
り

行
っ
た
場
合
は
︑国
庫
負
担
金
の
減

額
調
整
措
置
が
取
ら
れ
る
︒
重
度
心

身
障
害
者
︵
児
︶
医
療
費
助
成
を
現

物
給
付
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
さ
れ
る
︒

健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バー

カ
ー
ド
に
つ
い
て

問 

２
０
２
４
年
秋
に
健
康
保
険
証

を
廃
止
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
一
体
化
す
る
と
政
府
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
希
望
者
に
限
ら
ず
一

体
化
さ
れ
る
の
か

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

な
い
場
合
等
で
も
保
険
診
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
保
険
者
に﹁
資
格
確
認

書
﹂
を
無
償
で
交
付
︒
申
請
自
体
が

難
し
い
場
合
な
ど
は
本
人
か
ら
の
申

請
に
よ
ら
ず
と
も
資
格
確
認
書
の
交

付
が
可
能
︒ま
た
︑
健
康
保
険
証
廃

止
後
︑最
長
１
年
間
有
効
に
す
る
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
る
︒

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た

な
い
場
合
、
診
療
費
等
に
差
異
が

あ
る
の
か

答 

初
診
料
︑
再
診
料
︑調
剤
管
理

費
に
お
い
て
︑マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
場
合

と
従
来
の
保
険
証
で
は
自
己
負
担
額

に
差
が
出
る
︒
現
在
︑初
診
料
12
円
︑

再
診
料
６
円
︑調
剤
管
理
料
９
円
の

差
が
あ
り
︑マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
険
証
と
し
て
利
用
し
た
場
合
に

自
己
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
︒

問 

知
的
障
害
の
あ
る
方
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
希
望
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
が
、
本

町
の
運
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答 

本
人
に
取
得
希
望
が
あ
る
場
合
︑

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
︑
役
場

窓
口
や
出
張
申
請
会
場
︑
携
帯

シ
ョ
ッ
プ
︑
街
中
の
証
明
写
真
機
︑

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
様
々
な
手
段

で
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
電
力
消
費
削
減
と
地
球
温
暖
化

防
止
に
つ
い
て

18歳を超える重度心身障害者も
窓口無料化にできないか

マイナンバーカードと健康保険証の
一体化は大丈夫か

北谷町から世界に向けて平和の発信を！

町民の健康調査を強く望む

仲宗根由美 議員
なか  そ     ね     ゆ     み

玉那覇淑子 議員
たま  な    は   ひで   こ

重度心身障害者（児）の
医療費を一部助成しているが、その方法は

自動償還払いにより助成しているが、０歳から18歳までの方は
子ども医療費助成によって窓口無料化

PFAS健康調査等について、国や県の動きを鑑み
町はどのように動くのか

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

血液検査等について、国の動向を注視しながら検討

15　ちゃたん町議会だより No.112  2023（令和 5）年８月発行 ちゃたん町議会だより No.112  2023（令和 5）年８月発行　14



一
般
質
問

一
般
質
問

墓
地
に
つ
い
て

問 

こ
れ
ま
で
墓
の
申
込
み
件
数
は

答 

平
成
26
年
か
ら
令
和
４
年
度
末

ま
で
の
墓
地
の
許
可
は
１
０
３
件
︑

廃
止
が
５
件
︒

問 

そ
れ
に
対
し
空
き
墓
は

答 
把
握
し
て
い
な
い
が
︑
平
成
26
年

度
に
策
定
し
た
北
谷
町
墓
地
基
本

計
画
で
墓
地
の
管
理
状
況
を
調
査
︒

何
年
も
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
想
定

さ
れ
る
墓
地
は
68
基
で
︑
全
体
の
２・

７
％
︒

問 

墓
地
規
制
区
域
と
は

答 

急
傾
斜
地
︑
崩
壊
危
険
区
域
︑

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
︑公
有
水

面
埋
立
地
︑
美
浜
区
︑
宮
城
区
︑ハ

ン
ビ
ー
地
区
︑
字
北
前
が
現
在
墓
地

規
制
区
域
で
︑
墓
地
が
設
置
出
来
な

い
︒
墓
地
の
散
在
化
防
止
の
た
め
︑

町
民
の
意
見
も
踏
ま
え
︑
更
な
る
規

制
区
域
の
設
定
を
検
討
︒

問 

墓
地
、
墓
が
建
て
ら
れ
る
の
は

ど
こ
か

答 

あ
る
程
度
集
団
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
れ
ば
︑
基
準
を
緩
和
し
て
設

置
を
認
め
て
い
る
︒

問 

新
川
や
う
ぐ
い
す
谷
墓
地
公
園

の
み
で
は
な
く
、
集
団
化
す
れ
ば
で

き
る
の
か

答 

集
団
化
し
て
い
る
場
所
に
関
し

て
本
来
基
準
が
あ
る
︒
現
状
そ
の
基

準
を
緩
和
し
設
置
を
許
可
し
て
い

る
︒

問 

個
人
墓
地
の
規
制
の
あ
り
方
が

平
成
26
年
度
の
基
本
計
画
に
あ
る
。

個
人
墓
は
、
公
営
墓
地
の
利
用
が
困

難
で
、
存
続
の
墓
、
地
域
の
利
用
も

で
き
な
い
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、

許
可
を
行
わ
な
い
方
針
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
と
逆
行
し
な
い
か

答 

こ
れ
は
県
の
墓
地
公
園
整
備
基

本
指
針
︒
本
町
も
墓
地
の
散
在
化
の

防
止
を
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る

が
︑
墓
地
需
要
は
ま
だ
あ
り
︑
集
団

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
し
基
準
を

緩
和
し
て
許
可
を
し
て
い
る
︒

町
営
団
地
を
問
う

問 

町
営
砂
辺
住
宅
Ｃ
棟
の
エ
ア
コ

ン
の
取
り
換
え
が
出
来
な
い
か

答 

修
繕
は
︑町
で
行
う
も
の
と
入
居

者
負
担
で
行
う
も
の
が
あ
る
︒入
居

後
は
︑入
居
者
が
修
理
︑
取
替
え
及

び
ガ
ス
補
充
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
︒
当
該
Ｃ
棟
の
エ
ア
コ
ン
は
︑

１
世
帯
当
た
り
３
台
︒
令
和
７
年
度

頃
を
目
途
に
更
新
予
定
︒

問 

一
時
的
に
栄
野
比
土
建
が
事
務

所
で
使
用
し
て
い
る
場
所
を
、
立
ち

退
き
後
に
駐
車
場
と
し
て
使
用
で

き
な
い
か

答 

駐
車
場
は
︑
原
則
１
世
帯
に
つ
き

１
台
分
︒
余
剰
分
が
あ
れ
ば
２
台
目

又
は
３
台
目
の
追
加
割
当
を
行
う
が

町
営
住
宅
の
駐
車
場
拡
張
の
予
定
は

な
い
︒
当
該
土
地
は
沖
縄
防
衛
局
が

管
理
す
る
国
有
地
︒

問 

町
営
栄
口
住
宅
の
住
民
か
ら
駐

車
場
設
置
（
追
加
）の
強
い
要
望
が

あ
る
。
対
応
は

答 
中
庭
・
敷
地
内
に
も
適
当
な
ス

ペ
ー
ス
が
な
く
︑
要
望
に
お
応
え
で

き
な
い
︒

道
路
行
政
は

問 

砂
辺
浜
川
線
の
北
大
地
か
ら
コ

ザ
信
金
ま
で
の
道
路
は
、Ｕ
字
構
に

フ
タ
を
被
せ
て
舗
装
道
路
と
す
り

合
わ
せ
た
斜
め
の
歩
道
。
転
倒
や

骨
折
者
が
出
て
い
る
が
整
備
は

答 

道
路
側
溝
と
車
道
と
の
段
差
が

あ
り
︑
浜
川
ウ
ガ
ン
ジ
ュ
付
近
で
は

道
路
幅
員
が
狭
い
︒カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
設
置
し
安
全
対
策
を
行
っ
た
︒
他

の
道
路
事
業
と
の
優
先
順
位
も
考

慮
し
な
が
ら
整
備
を
検
討
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
個
人
情
報
漏
洩
に
つ
い
て

新
築
等
、
室
外
機
や
給
湯
器

等
の
騒
音
・
振
動
に
よ
る
近
隣

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

問 

消
費
者
庁
消
費
者
安
全
調
査
委

員
会
よ
り
、
未
然
防
止
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
が
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器
や
室
外
機
等
で
の
近
隣
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
っ
た
際
の
相
談
窓
口

は
。
ま
た
そ
の
際
の
住
民
へ
の
対
応

と
対
策
は

答 

保
健
衛
生
課
が
窓
口
に
な
る
が
︑

町
が
主
催
す
る
﹁
人
権
・
行
政
・
町

民
法
律
相
談
﹂へ
案
内
す
る
︒ま
た
︑

住
宅
事
業
者
や
設
置
事
業
者
に
対

し
︑設
置
の
際
の
注
意
点
に
つ
い
て

周
知
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
︒

町
立
幼
稚
園
に
つ
い
て

問 

３
年
保
育
に
向
け
て
の
課
題
は

答 

主
に
３
歳
児
の
課
題
は
﹁
空
き
教

室
が
な
い
﹂﹁
給
食
や
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
の
提
供
が
な
い
た
め
12
時
ま
で
の

保
育
﹂
等
の
課
題
が
あ
る
︒

問 

夏
季
休
業
等
の
お
弁
当
作
り
が

働
く
保
護
者
の
負
担
に
な
る
。
嘉

手
納
町
同
様
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
で
対

応
で
き
な
い
か

答 

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
事
業
者
数
社
に

問
い
合
わ
せ
た
が
︑対
応
で
き
な
い

と
の
回
答
︒

問 

３
歳
児
の
課
題
解
決
に
は
時
間

を
要
す
る
と
感
じ
る
。４
歳
児
、５
歳

児
の
夏
季
休
暇
等
の
み
弁
当
屋
等

と
の
契
約
含
め
保
護
者
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
は
可
能
か
再
度
伺
う
。

答 

食
の
安
全
性
含
め
︑
他
の
事
例

も
聴
取
し
検
討
︒

問 

子
供
が
減
っ
て
い
る
状
況
や
幼

稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
ま
で
の
複

数
年
保
育
等
、
本
町
の
現
状
と
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
、
町
内
保
育
所
の
状

況
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
感
が
拭
え
な

い
。
今
後
、保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
た
複
数
年
保
育
に
取
り
組
め

な
い
か

答 

現
状
が
想
定
外
の
状
況
に
な
れ

ば
︑
変
更
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︒
今
回
行
う
３
・
４
歳
児
の
混

合
学
級
等
を
通
し
︑必
要
と
し
て
い

る
保
護
者
が
い
る
か
ど
う
か
も
検
証

し
︑
今
後
は
複
数
年
の
幼
稚
園
が
必

要
か
子
ど
も
会
議
等
の
中
で
検
討
す

る
︒

公
募
設
置
管
理
制
度（
Ｐａｒ
ｋ‒

Ｐ
Ｆ
Ｉ
）に
つ
い
て

問 

公
募
設
置
管
理
制
度
で
の
ち
ゅ

ら
ー
ゆ
立
替
に
よ
る
町
民
の
メ
リ
ッ

ト
は

答 

公
園
利
用
者
に
と
っ
て
は
︑飲
食・

物
販
等
の
施
設
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
︑
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
き
め

細
か
い
対
応
が
図
ら
れ
る
︒ま
た
︑

公
園
の
利
便
性
︑
快
適
性
︑
安
全
性

も
増
す
︒

問 

町
民
の
利
用
料
金
の
割
引
等
は

引
き
続
き
行
う
認
識
で
良
い
か
。
ま

た
、
財
政
削
減
に
期
待
さ
れ
る
な

ら
ば
、
更
な
る
割
引
等
が
可
能
か

答 

町
民
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
︑

事
業
者
に
求
め
て
い
く
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
児
童
館
に
つ
い
て

空き墓が多く見られる。少子化等
の情勢を踏まえ共同墓が必要

夏まっさかり。室外機の近隣トラ
ブルは⁈

　町民に、よりメリットある事業を望む！ 歩行者に安全な道路整備を！

與儀 誠 議員
よ　  ぎ    まこと

喜友名盛充 議員
き ゅ う  な   もり  みつ

ちゅらーゆの建替、今後のスケジュールは

令和５年に公募、令和６年に事業者の選定を行い、
その後具体的に協議

共同墓の設置等について、今後の町の考えは

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

共同墓は今後必要な墓地形態だと認識。町民アンケート
の実施や県内市町村の状況等を調査し、設置を検討
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一
般
質
問

一
般
質
問

平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

問 

小
中
学
校
の
平
和
教
育
と
慰
霊

の
日
の
取
組
は

答 

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
次
世
代
に
正
し
く
継
承
す
る
人

材
育
成
﹁
北
谷
町
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
認
定
事
業
﹂
や
﹁
広
島
・
長

崎
平
和
学
習
派
遣
事
業
﹂︑
各
保
育

園
︑幼
稚
園
小
中
学
校
に
お
い
て
︑

講
話
︑
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
︑
慰
霊

の
日
に
関
連
し
た
平
和
月
間
︑
平
和

集
会
の
実
施
︑
平
和
記
念
祭
に
関
連

し
た
取
組
等
を
実
施
︒
平
和
の
尊
さ

を
考
え
︑
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
な

い
取
組
を
推
進
︒

問 

役
場
敷
地
内
に
非
核
宣
言
の
都

市
の
看
板
を
設
置
で
き
な
い
か

答 

看
板
設
置
は
具
体
的
な
計
画
等

の
進
捗
は
な
い
が
︑
今
後
も
新
た
な

平
和
発
信
の
手
法
を
調
査
研
究
す

る
︒

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
問
う

問 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
始
め
中
体

連
、
高
体
連
の
部
活
加
入
率
が
減

少
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
競
技
種
目

と
人
数
、
２
中
学
校
の
部
活
数
、
部

員
数
の
令
和
元
年
度
と
本
年
度
の

比
較
は

答 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
競
技
種
目

と
人
数
は
令
和
元
年
度
６
競
技
20

団
体
で
４
１
２
人
︑
令
和
５
年
度
は

６
競
技
16
団
体
で
３
３
２
人
︒
北
谷

中
学
校
は
令
和
元
年
度
部
活
数
13
︑

部
員
数
３
１
３
人
︑
令
和
５
年
度
は

部
活
数
13
︑
部
員
数
３
０
７
人
︒
桑

江
中
学
校
は
令
和
元
年
度
部
活
数

12
︑部
員
数
は
確
認
で
き
て
い
な
い
︒

令
和
５
年
度
は
部
活
数
13
︑
部
員
数

２
０
７
人
︒

問 

５
年
間
の
県
外
派
遣
の
競
技
数

及
び
人
数
は

答 

中
学
校
の
部
活
派
遣
は
︑
平
成

30
年
度
は
４
競
技
で
８
人
︑
令
和
元

年
度
は
３
競
技
で
５
人
︑
令
和
２
年

度
は
１
競
技
で
９
人
︑
令
和
３
年
度

は
４
競
技
で
45
人
︑
令
和
４
年
度
は

４
競
技
で
46
人
︒
学
校
教
育
活
動
以

外
の
体
育
的
行
事
の
県
外
派
遣
は
︑

平
成
30
年
度
は
11
競
技
で
54
人
︑
令

和
元
年
度
は
９
競
技
で
１
０
０
人
︑

令
和
２
年
度
は
３
競
技
で
27
人
︑
令

和
３
年
度
は
６
競
技
で
18
人
︑
令
和

４
年
度
は
11
競
技
で
69
人
︒

県
道
23
号
線
及
び
町
道
の
枝

の
剪
定
は

問 

国
道
58
号
か
ら
県
道
23
号
線
北

谷
高
校
入
口
付
近
ま
で
植
栽
さ
れ

て
い
る
ア
カ
ギ
の
木
が
大
型
車
両

の
妨
げ
に
な
り
、
落
葉
に
よ
っ
て
車

道
、
歩
道
が
汚
れ
て
い
る
。
中
部
土

木
事
務
所
へ
剪
定
の
要
求
は

答 

６
月
末
に
交
通
に
支
障
が
出
て

い
る
街
路
樹
︑民
地
側
に
影
響
を
与

え
る
街
路
樹
を
優
先
的
に
剪
定
す

る
予
定
︒

問 

砂
辺
浜
川
境
界
線
か
ら
北
向
け

に
植
栽
さ
れ
て
い
る
黒
木
が
車
道

に
伸
び
て
い
る
場
所
が
多
々
あ
る
。

早
め
の
剪
定
が
で
き
な
い
か

答 

道
路
管
理
を
委
託
し
て
い
る
北

谷
町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
︑６
月
末
に
剪
定
予
定
︒

子
育
て
支
援
は

問 

県
は
本
年
度
子
ど
も
の
貧
困
対

策
と
し
て
、
新
た
に
若
い
妊
婦
の
施

設
を
開
所
す
る
予
定
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
市
町
村
に
も
設
置
さ
れ
る

予
定
か

答 

県
は
本
島
内
に
１
カ
所
設
置
す

る
方
針
︒
今
後
︑県
が
市
町
村
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
︑
協
議
・
調
整

を
進
め
る
流
れ
に
な
る
と
思
わ
れ
︑

県
の
動
向
を
注
視
︒

教
育
行
政
を
問
う

問 

給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
の
進

捗
、工
期
及
び
供
用
開
始
時
期
、
食

器
の
改
善
に
つ
い
て
伺
う

答 

令
和
５
年
２
月
14
日
に
沖
縄
県

か
ら
建
築
許
可
通
知
が
下
り
︑
建
築

確
認
申
請
を
株
式
会
社
沖
縄
建
築

確
認
検
査
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
︒工
事

期
間
は
14
カ
月
を
見
込
み
︒工
事
完

了
後
に
︑調
理
機
器
類
の
試
験
稼
働

を
経
て
︑
令
和
６
年
度
中
の
引
っ
越

し
を
目
指
し
︑
食
器
は
︑お
椀
や
仕

切
り
皿
等
の
独
立
し
た
食
器
に
改

善
︒
食
器
の
素
材
に
は
︑
耐
久
性
︑

安
全
性
︑
取
り
扱
い
や
す
さ
等
の
観

点
か
ら
︑一
般
的
に
Ｐ
Ｅ
Ｎ︵
ペ
ン
︶

食
器
と
表
現
さ
れ
て
い
る
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー
ト
素
材
の
食
器
を

計
画
中
︒

問 

計
画
通
り
に
出
来
る
か

答 

７
月
中
に
建
築
確
認
申
請
の
見

通
し
で
あ
れ
ば
︑ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

り
供
用
開
始
出
来
る
︒

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問 

高
齢
者
は
買
い
物
に
行
く
こ
と

が
困
難
な
方
々
が
多
く
、
そ
の
支

援
と
し
て
買
い
物
タ
ク
シ
ー
を
取

り
入
れ
ら
れ
な
い
か
所
見
は

答 

高
齢
者
に
と
っ
て
は
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
だ
が
︑
料
金
面
で
の
負
担
も
あ

る
こ
と
か
ら
︑Ｃ-

Ｂ
Ｕ
Ｓ
を
買
い
物

に
利
用
し
て
頂
き
た
い
︒

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問 

町
民
か
ら
「
区
域
運
行
」
デ
マ
ン

ド
交
通
予
約
制
は
、
予
約
を
取
る
の

が
困
難
、
予
約
時
間
に
間
に
合
わ
な

い
等
と
し
て
、「
路
線
バ
ス
」
タ
イ

プ
を
望
む
声
が
あ
る
。
今
後
の
事

業
内
容
は

答 

運
行
実
績
や
町
民
・
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
︑関
係
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基
に
︑コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
検
討
事
業
に
対
す

る
事
業
評
価
を
行
っ
た
︒そ
の
結
果
︑

令
和
５
年
10
月
以
降
の
運
行
は
︑﹁
交

通
弱
者
等
の
生
活
の
質
の
維
持
・
向

上
﹂﹁
公
共
交
通
空
白
地
域
の
改
善
・

解
消
﹂﹁
公
共
交
通
全
体
の
活
性
化
﹂

﹁
将
来
的
な
観
光
ニ
ー
ズ
の
取
り
込

み
に
向
け
た
事
業
の
安
定
化
﹂
を
基

本
方
針
と
し
て
設
定
し
︑現
在
の
デ

マ
ン
ド
型
運
行
を
継
続
︒

問 

路
線
バ
ス
タ
イ
プ
よ
り
デ
マ
ン

ド
型
が
利
用
価
値
は
あ
る
と
い
う

こ
と
か

答 

ど
な
た
で
も
予
約
が
取
り
や
す

い
よ
う
な
仕
組
み
は
︑
今
後
検
討
が

必
要
︒

そ
の
他
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

永久の平和を願う

町民ニーズに合ったC-BUSの運行を望む！

スポーツを通じて仲間づくりを！

【パン献立】【めん献立】【ご飯献立】

アレルギー対応と
ともに食器も改善
されます

（北谷町ホームペー
ジより）

照屋 正治 議員
てる　や　　まさ  はる

大浜ヤス子 議員
おお はま　　　　　　こ

令和５年度保育士不足の現状と課題は 北谷町の平和行政の取組と平和教育の取組は

10月22日を「北谷町民平和の日」とし戦争の実相を
継承することを目的に平和記念祭を実施

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

18人不足している。課題は、給与待遇のほか、業務負担、労働環
境、責任、安全管理体制等。
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一
般
質
問

一
般
質
問

道
路
行
政
を
問
う

問 

上
勢
桑
江
児
童
館
か
ら
県
道
23

号
線
に
向
け
て
、
路
面
が
凸
凹
し
て

い
る
。
雨
が
降
る
と
水
が
溜
ま
り
破

損
個
所
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
の

で
は
と
の
不
安
の
声
が
あ
る
。
対
応

は
　

答 
業
者
と
も
調
整
し
な
が
ら
補
修

時
期
を
確
認
し
速
や
か
に
対
応
し
た

い
︒

問 

宮
城
海
岸
通
り
、
砂
辺
無
願
埋

立
地
に
車
検
切
れ
軽
自
動
車
、
外

国
人
車
両
が
放
置
さ
れ
て
い
る
が

警
察
署
と
の
話
し
合
い
は

答 

所
有
者
に
撤
去
命
令
書
を
送
付

し
︑
撤
去
に
向
け
調
整
中
︒
外
国
人

車
両
は
憲
兵
隊
に
よ
り
６
月
中
に
撤

去
予
定
︒

観
光
振
興
に
つ
い
て
伺
う

問 

宿
泊
税
に
つ
い
て
、
有
識
者
に

よ
る
検
討
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は

答 

学
識
経
験
者
︑町
内
関
係
団
体

等
の
長
︑宿
泊
事
業
者
な
ど
を
想
定
︒

調
整
が
整
い
次
第
︑
検
討
委
員
会
を

開
く
予
定
︒

問 

ホ
テ
ル
事
業
者
と
の
話
し
合
い

は答 

検
討
委
員
会
を
基
本
と
し
︑
個

別
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
し
て
宿
泊
税

導
入
に
係
る
意
見
等
を
伺
う
︒

問 

導
入
し
た
場
合
の
使
い
道
は

答 

宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
で
あ

り
︑そ
の
使
途
は
︑
基
本
的
に
納
税

者
で
あ
る
宿
泊
者
の
利
便
に
資
す
る

事
業
に
充
当
︒二
次
交
通
の
整
備
や

観
光
危
機
管
理
体
制
の
確
保
︑
観
光

資
源
の
活
用
・
保
存
・
継
承
な
ど
を

想
定
︒
検
討
委
員
会
の
中
で
意
見
を

伺
い
な
が
ら
具
体
化
し
て
い
く
︒

問 

宿
泊
税
の
今
後
の
動
き
と
課
題

は答 

宿
泊
事
業
者
と
の
合
意
形
成
が

重
要
︒
検
討
委
員
会
等
を
通
し
て
意

見
を
伺
っ
て
い
く
︒
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本
格
運

行
に
つ
い
て

問 

運
行
概
要
は

答 

デ
マ
ン
ド
型
運
行
を
基
本
︒
車
両

の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
化
で
定
員
が

10
人
未
満
と
な
り
バ
ス
停
を
３
カ
所

追
加
し
計
69
カ
所
︒

問 

運
賃
の
改
正
は

答 

基
本
運
賃
を
２
０
０
円
か
ら
３

０
０
円
︑
割
引
運
賃
を
１
０
０
円
か

ら
１
５
０
円
に
改
正
︒

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子

看
板
）
設
置
を
伺
う

問 

導
入
に
向
け
て
検
討
で
き
な
い

か答 

民
間
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
検
討
中
︒
今

後
︑効
果
検
証
を
行
う
︒

松
く
い
虫
防
除
は

問 

平
和
之
塔
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ

ツ
の
立
ち
枯
れ
被
害
が
確
認
さ
れ

た
。
他
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
に
被

害
が
無
い
よ
う
樹
木
医
の
診
断
を

受
け
対
応
で
き
な
い
か

答 

関
係
機
関
に
確
認
を
行
っ
た
と

こ
ろ
︑予
防
的
な
診
断
は
行
わ
れ
て

い
な
い
︒
樹
木
医
の
診
断
は
初
期
症

状
が
顕
在
化
し
た
場
合
に
行
う
こ
と

が
あ
る
が
︑
線
虫
へ
の
感
染
が
確
認

さ
れ
て
も
治
療
薬
が
な
い
た
め
︑対

応
は
難
し
い
︒

白
比
川
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

問 

白
比
川
河
川
拡
張
工
事
と
並
行

し
て
歩
道
設
置
が
出
来
る
よ
う
北

谷
町
と
連
携
を
図
る
と
説
明
が

あ
っ
た
が
進
捗
状
況
は

答 

沖
縄
県
が
河
川
の
計
画
水
位
ま

で
の
工
事
を
行
い
︑町
が
計
画
水
位

よ
り
上
部
に
あ
る
路
盤
や
鋪
装
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
︑県

が
先
行
し
て
河
川
の
整
備
を
行
う
必

要
が
あ
り
︑そ
の
状
況
を
み
な
が
ら

歩
道
の
整
備
を
行
う
予
定
︒

東
部
住
居
環
境
整
備
に
つ
い
て

問 

東
部
住
居
密
集
地
域
実
態
調
査

の
進
捗
状
況
は

答 

住
環
境
改
善
を
図
る
目
的
で
︑

令
和
４
年
度
よ
り
東
部
住
居
密
集

地
域
実
態
調
査
を
実
施
し
︑
土
地
・

建
物
・
居
住
者
権
利
関
係
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
︑ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

改
善
策
検
討
を
行
う
予
定
︒

キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
返
還
に

つ
い
て

問 

２
０
２
５
年
返
還
予
定
の
キ
ャ

ン
プ
レ
ス
タ
ー
は
、
予
定
通
り
返
還

さ
れ
る
の
か

答 

沖
縄
防
衛
局
に
よ
る
と
︑日
米

間
で
返
還
条
件
達
成
の
た
め
の
作
業

を
進
め
て
い
る
段
階
で
︑現
時
点
で

具
体
的
な
返
還
時
期
を
答
え
る
こ
と

は
困
難
︒
沖
縄
統
合
計
画
を
着
実
に

実
施
し
︑
嘉
手
納
以
南
の
土
地
の
返

還
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
︒

新
川
排
水
路
の
環
境
整
備
は

問 

新
川
排
水
路
の
法
面
や
川
床
、

河
川
の
土
手
内
側
に
自
生
す
る
樹

木
、
雑
草
、
堆
積
し
て
い
る
岩
や
土

砂
の
浚
渫
予
定
は

答 

令
和
４
年
度
に
一
部
樹
木
や
雑

草
の
撤
去
を
行
っ
た
︒
今
年
度
も
引

き
続
き
撤
去
を
行
う
予
定
︒
堆
積
し

て
い
る
岩
や
土
砂
は
︑現
地
の
状
況

を
み
て
検
討
︒

問 

新
川
墓
地
公
園
内
の
濁
流
を
防

止
す
る
調
整
池
に
、
樹
木
や
雑
草

が
密
集
し
て
い
る
が
浚
渫
予
定
は

答 

植
物
を
活
用
し
た
水
質
浄
化
池

と
し
て
整
備
し
て
お
り
︑
樹
木
や
雑

草
が
あ
る
こ
と
で
水
質
浄
化
や
濁
流

の
防
止
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
︑現

時
点
で
浚
渫
の
予
定
は
な
い
︒

北
谷
町
に
供
給
さ
れ
て
い
る

水
道
水
を
問
う

問 

北
谷
町
の
水
道
水
は
安
全
安
心

な
水
道
水
か

答 

毎
年
度
水
質
検
査
項
目
等
を
定

め
た
検
査
計
画
を
策
定
し
︑
給
水
系

統
末
端
の
蛇
口
で
検
査
を
行
い
水
道

水
の
安
全
を
確
認
︒１
日
１
回
は
色
︑

濁
り
︑
消
毒
剤
残
留
効
果
の
検
査
を

実
施
︒

問 

比
謝
、長
田
、天
願
の
３
河
川
と
、

嘉
手
納
井
戸
群
か
ら
の
取
水
は
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
値
が
検
査
、
公
表
さ
れ
て

い
る
か

答 

令
和
４
年
度
の
北
谷
浄
水
場
の

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
平
均
値
は
３  

　
　
︑

令
和
３
年
度
の
平
均
値
の
12
　 

　

か
ら
大
き
く
低
減
し
て
︑
今
年
は
平

均
１・７ 

　
　
と
測
定
限
界
値
ま
で

軽
減
︒

貴重な琉球松の保全を

宿泊税の導入で観光の活性化を！

早急な拡張工事で町民の安全安心な生活を望む！

新川排水路の環境整備を

し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ

ng
/
Ｌ

ng
/
Ｌ

ng
/
Ｌ

宮里 廣 議員
みや ざと    ひろし

又吉 朋和 議員
また よし　  とも  かず

白比川拡張工事の進捗状況は

返還跡地側の護岸約220メートル、町道白比川線側の護岸約100メートル、
中流部では調整池の整備が行われている

宿泊税を導入した場合の使い道は

二次交通の整備、観光危機管理体制の確保、
観光資源の活用・保存・継承など

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

21　ちゃたん町議会だより No.112  2023（令和 5）年８月発行 ちゃたん町議会だより No.112  2023（令和 5）年８月発行　20



令和５年 9 月定 例 会に傍 聴に行こう！

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ
北谷町議会事務局☎（098）936-3382　FAX（098）936-9712

　
私
が
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
日
本
の
政

治
状
況
に
興
味
を
持
ち
だ
し
た
の
は
、や

は
り
コ
ロ
ナ
禍
が
き
っ
か
け
で
し
た
。コ
ロ

ナ
で
経
済
や
物
流
が
停
止
し
た
時
に
、一
瞬

に
し
て
生
き
て
い
け
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
不
安
に
襲
わ
れ
る
。私
た
ち

は
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
、と
て
も
脆
い
シ
ス
テ
ム
の
中
で
生
き
て

い
る
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
頼
っ
て
い
る
沖
縄
の
経
済
、

食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
を
見
て
、次
コ

ロ
ナ
や
何
か
し
ら
の
災
害
が
あ
っ
て
も
安

心
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会
と
は
何
か
を

考
え
た
時
に
、私
は
な
る
べ
く
地
域
で
循

環
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
事
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
少
し
で
も
作
っ
て
い
く
に
は
政

治
、特
に
身
近
に
存
在
す
る
地
方
自
治
の

力
が
重
要
に
な
る
と
考
え
、北
谷
町
の
政

こ
の
冊
子
は
、13000部

印
刷
し
、１
部
当
た
り
の

経
費
は
約
105円

で
す
。

〒
904-0192 沖

縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
１
番
１
号

TEL（
098）936-3382  FAX（

098）936-9712
HPア

ド
レ
ス
 https://w

w
w.chatan.jp/chogikai/

発
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／

発
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責
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者
／

編
　
　
集
／

印
　
　
刷
／

北
谷
町
議
会

北
谷
町
議
会
議
長
 仲
地
泰
夫

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

新
星
出
版
株
式
会
社

ちゃ
た
ん
町

夏
号

2023
No.112

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

仲
宗
根
由
美

開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て

令和５年９月12日（火）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び
補聴装置を御利用になれます。

北前区
儀保 貴子さん

インターネットで町議会を知ろう！

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へお申
し込みください。
補聴装置は、傍聴受付の際にお申し出ください。
議場は役場の４階です！

検索北谷町議会
●

●

　
暑
さ
厳
し
き
折
柄
、

町
民
の
皆
様
、い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　「
議
員
っ
て
何
を
し
て

い
る
の
？
」
私
が
議
員
に

な
る
前
に
抱
い
て
い
た
疑
問
で
す
。

議
会
の
傍
聴
は
、
そ
の
疑
問
を

晴
ら
す
た
め
の一つ
の
手
段
に
な

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
議
員
の

仕
事
を
知
る
だ
け
で
は
な
く
、

各
議
員
の
思
想
や
人
と
な
り
を

知
る
き
っか
け
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
傍
聴
す
る
と
、
ネ
ッ
ト
中
継

で
は
映
ら
な
い
議
員
の
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

傍
聴
し
た
皆
様
の
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
感
想
を
議
会
運
営
に
活

か
し
ま
す
。

　
傍
聴
す
る
方
法
で
す
が
、
ご

予
約
は
不
要
で
、
役
場
庁
舎
４

階
の
傍
聴
受
付
窓
口
に
て
傍
聴

人
受
付
票
に
記
入
す
る
だ
け
で

す
。詳
し
く
は
北
谷
町
議
会
ホ
ー

ムペー
ジ
内
、「
傍
聴
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

治
を
積
極
的
に
見
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
北
谷
町
の
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
り
、

傍
聴
に
足
を
運
ん
だ
り
、直
接
議
員
さ
ん

と
話
し
た
り
。地
方
自
治
は
国
政
に
比
べ
て

政
治・行
政
が
住
民
に
近
い
か
ら
こ
そ
、意

見
が
反
映
さ
れ
や
す
く
、ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
物
事
を
動
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
の
場
で
も
、与
党・野
党
を
超
え
て
、

対
立
で
は
な
く
、常
に
町
民
に
と
っ
て
何
が

最
適
な
の
か
と
い
う
視
点
を
忘
れ
ず
に
、

政
策
を
議
論・実
行
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
政
治
を
作
り
出
す

に
は
、住
民
の
関
心
が
不
可
欠
で
す
。地
域

の
人
々
の
絆
を
深
め
、地
方
自
治
が
よ
り

良
く
活
気
づ
け
ば
、そ
れ
が
波
及
し
て
日

本
を
、世
界
を
、良
く
す
る
力
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

読者からの声

地
域
で『
良
い
循
環
』

を
作
る
大
切
さ
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正
予
算・条

例
の
改
正

抗
議
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議・意

見
書
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委

意
見
書
に
つ
い
て
２
時
間
に
わ
た
る
議
論

議
会
基
本
条
例
策
定
中

「
一
般
質
問
」13人

が
登
壇
、町
政
を
問
う！

読
者
か
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の
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